












平安女学院大学国際観光学部では、2016 年夏（秋学期）より 1年間、67 名の学生と 12 名の教職員























圏）に参加する学生については、それに加えてTOEICⓇ Listening & Reading Test スコアを使用し
た。オンライン学習時間数のデータも収集した。また、学習後のアンケートによって自己評価をさせ
た。





 Aグループ：2016 年秋学期 （1年次）・2017 年春学期 （2年次）の 1年間、オンライン学
習が成績の一部に評価され、定期的に学習状況が教師によってモニター・管理された学生。
14 名
 Bグループ：1年間のオンライン学習のうち、前半にあたる 2016 年秋学期 （1年次） の半
年間だけがオンライン学習が成績の一部に評価され、定期的に学習状況が教師によってモニ
ター・管理された学生。8名










Aグループでは最長 82.15 時間から最短 24.80 時間という幅であった（グラフ 1参照）が、Bグ
ループでは最長 41.25 時間から最短 3.92 時間と 1桁台の利用時間も見られた（グラフ 2参照）。また、
Bグループでは、成績に対する影響や教員の管理がなくなる、利用開始後半年で学習をやめたり、ほ
とんどログインしなかった学生が多く見られた。Dグループに至っては最長 35.9 時間から最短 0時






表 1 Rosetta StoneⓇの利用時間の平均
グループ 利用開始後最初の半年 次の半年 1年間の合計
A 33.93 28.2 62.13
B 14.99 1.28 16.07
D － － 8.6
グラフ 1 1年間の総利用時間（Aグループ） グラフ 2 1年間の総利用時間（Bグループ）








は、入学後にCollege English の授業を週に 90 分×3回の計 270 分、加えてOral English を選択した




表 2の英語実力テストの平均正答率についてグループごとにまとめたものを表 3に示す。また表 3
で示した正答率についてRosetta StoneⓇを使って学習した 1年次夏から 2年次夏にかけてどのように
変化したかを表 4にまとめた。
表 3と 4を見ると、グループB、Cとも語学以外の専門科目が増える 2年次夏に向けて正答率が下
がる傾向にあるが、グループAのみプラスを維持している。また、グループBは Rosetta StoneⓇに
関して教員の管理がなくなる 1年次末以降の正答率の低下が著しい。実際、表 1の Bグループの学
習時間を見ても、半年で平均 1時間余りでは絶対量が少なすぎて、有意性のある学習量とは言えない。
次に各グループ内の個別の生徒についてRosetta StoneⓇの学習時間と、1年次夏～2年次夏の平均
正答率の伸びの関係をグラフ上に示した（グラフ 3、グラフ 4、グラフ 5）。これらのグラフにより各
グループの特徴を見ることができる。
単位％
表 2 国際観光学部学生全体の英語実力テストの平均正答率（2016 年度入学生）
表 3 グループ毎の英語実力テスト平均正答率
表 4 1年次夏から 1年次末 2年次夏までの平均正答率の伸び
単位％
入学時 1年次夏 1年次末 2年次夏
57.28 66.65 67.65 65.90
グループ 入学時 1年次夏 1年次末 2年次夏
A 61.42 68.92 74.78 73.28
B 60.87 67.62 68.62 63.75
C 53.23 65.38 60.92 62.31
グループ 1年次夏～2年次夏
A プラス 6.3 ポイント
B マイナス 6.1 ポイント
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学習時間と英語力の伸びとの相関－－ TOEICⓇ Listening & Reading Test のスコアを基に
学習時間の長さと英語力の伸びとの関係をより詳しく分析するために、TOEICⓇ IP Listening &
Reading Test のスコアについて、1年次 10 月（旧形式）から 2年次 8月（新形式）までのスコアの
伸び率を利用する。調査対象はAグループの内、テストを二回受けた学生である。表 5に示した
















1年次 10 月～2年次 8月
TOEICⓇ Listening & Reading
Test スコアの伸び率 単位（％）
学生A 82.15 20
学生 B 72.90 18
学生 C 71.63 26
学生 D 68.07 2
学生 E 67.70 0
学生 F 66.77 23
学生 G 66.00 －6
学生 H 64.10 0















グループAの学生は、半期で 90 時間から最大 135 時間、1年間で 180 時間から最大 270 時間英語






教室におけるBeeDanceⓇに関するアンケート調査をもとに」駒沢大学外国語論集 2017 年 3 月 1 頁－8 頁
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The Survey on Autonomous Learning Support with
English Language Software
KUROI, Iku
In the International Tourism Department of Heian Jogakuin (St. Agues’) University, 67 students
studied, mainly outside the classroom, using online English language software, Rosetta StoneⓇ, from
the summer of 2016 to the summer of 2017.
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I collected the data, such as the scores of the students’ English proficiency tests and the TOEICⓇ
Listening & Reading Test, and also how many hours they studied with this software.
The surveyed students could study English in the classroom for 135 to 270 hours a year. Many
elements influence the improvement on their English proficiency, so I would like to keep collecting
data to see the additional 60 hours of on-line study outside the classroom helps the students with their
English learning.
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